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	ヒストンの翻訳後修飾（PTM）は、クロマチン構造を調節するエピジェネティクスの重要なメカニズムであり、「ヒストンコード」と呼ばれます。ヒストンのPTMには、アセチル化、メチル化、リン酸化、新規アシル化などがあり、転写因子やその他のエピジェネティック制御因子へのクロマチンのアクセス性に直接影響を与え、ゲノム安定性や遺伝子転写などを変化させます。ヒストンのメチル化は、主にコアヒストンのアミノ末端にあるリジン残基とアルギニン残基で起こります。ヒストンのメチル化は、ヒストン中のどのアミノ酸（LysまたはArg）がメチル化されているか、またメチル基がいくつ付加されているか（Lysのモノメチル化、ジメチル化、トリメチル化、Argのモノメチル化、ジ対称／非対称メチル化）に応じて、遺伝子の転写を増加または減少させます。リジンのメチル化は主にヒストンH3 Lys4、9、27、36、79、およびH4 Lys20で起こり、アルギニンのメチル化は主にヒストンH3 Arg2、8、17、26、およびH4 Arg3で起こります。ヒストンメチラーゼ（HMT）とヒストンデメチラーゼ（HDM）が主な酵素です。
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	ジメチルヒストン H3 (Lys36) 抗体を使用した HeLa、3T3 溶解物中のジメチルヒストン H3 (Lys36) のウエスタンブロット分析。

